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2004年 1月から 2013年 12月の間に当科を初診し、原発巣切除のみを行った cT1,2N0 OSCC




体（1:200, abcam）で免疫染色を施行し、光学顕微鏡で観察した。尚、WPOIは AJCC Cancer 
Staging Manual 第 8版に従いWPOI-1〜5に分類し、TBの強度は、ITBCC 2016に従い、<5 
buds/fieldを Low intensity(Low)、≧5〜<10 buds/field を Intermediate intensity(Intermediate)お




る因子を調べるためにカイ二乗検定により検討した結果、年齢（p = 0.04）、YK分類（p <0.01）
および TB（p <0.01）の関連が強いことが示唆され、ロジスティック回帰分析を行ったところ、
TBが潜在性頸部リンパ節転移の有無を予測する上で、最も強力な予後因子であることが明ら
かとなった（HR= 3.05, 95％CI= 0.29-5.30, p <0.01）。 
次に YK分類、WPOI、TBを加えた臨床病理学的所見のうち 5年無病生存率に影響を及ぼす因
子について検討を行った。カプランマイヤー法を用い Log-Rank 検定を行ったところ YK-1~3、
YK-4C、YK-4Dの群間（p <0.01）、WPOI-1~4とWPOI-5の群間（p = 0.03）、TBの Low、
Intermediate、Highの群間（p <0.01）、脈管浸潤および神経周囲浸潤の有無（p = 0.02）で有意
差を認めた。また、Cox多変量解析では、5年無病生存率を予測する上で TBが最も重要な因
子であることが明らかになった（HR = 2.18, 95％CI = 1.49-3.20, p <0.01）。各 TBと YK分類
またはWPOIを組み合わせたところ、①TB が Intermediateかつ YK-4C、②TB が Highかつ 
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invasion (YK 分類)や WPOI を組み合わせることによって早期口腔扁平上皮癌症例におけ
る予防的頸部郭清術の要否を判断する上での指標となり、治療成績の向上に寄与する可能
性が示唆された。 
以上の成果により、学位論文として医学博士授与に値するものと、審査委員会全員から評
価をいただいた。 
 
 
